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Reports
エジプトは 「ナイル川のハリウッド」 と呼ばれるように、 中東・
アフリカ世界随一の映画大国である。エジプトで制作された作品は、近隣アラブ諸国で必ずと言っていいほど上演される。最近では娯楽も多様化しているが、近年までエジプトの人々にとって映画は最大の娯楽であった。映画館は週末ともなればいつも満員だったのである。　
コスモポリタンな雰囲気を持つ地中海岸の町、アレキサンド
リアにエジプト初の映画館が誕生 た は一八九七年 あり、エジプトにおける映画の歴史は長い。一九二五年には映画会社が設立され、一九三〇年には初めての長編映画「ザイナブ」が発表されている。その後にやってくる がエジプト映画の黄金期といわれる時代であり、さまざまなスタジオが活発な活動を見せ、一九三六年にはヴェネツィア 祭にも出品している　
しかし一九五二年に革命が発生し、共和国になったエジプト

















で世界史を担当され、さらに本学の大学院でアラブ・イスラム思想を研究し博士号を取られたというユニークな経歴の持ち主である。中東の映 に興味を持 れた は、高校の授業で教材として映画を使ったところ、生徒の関心が一挙に高まったことがきっかけだという。最初はやはり、日 で 評価も高いイラン映画を見 いたが、その後、アラブ世界を研究対象 することで、関心がアラブ映画、とくにアラブ映画の中心地であるエジプトの になったということであった。　
当日の話の流れは、まずエジプト映画産業史を概観、続いて







表的な作品をいくつか挙げ、そのなかでイスラム主義者がいかに描かれるかという点 的を絞って分析が行 れた。アーデル・イマームは俳優であり、監督ではない。しかしながら、エジプト社会では総じて監督は存在感が小さく、俳優のほうが広く認知されている。さらにアーデル・イマームのように映画界を代表するような大物俳優になると、彼の意向が大きく作品のありようを決定し ことは、彼の作品に一貫性があ ことからもうかがえ のである。　
イスラム主義者というと、あご髭を生やし、イスラムの規範











は、不治の病を抱えた初老の建築家がそ 人生 最後 なって家族との新しい人間関係を作り上げていく様子 描いたものであるが その一部 見ただけでも作品として 完成度の高はわかった。　
今回の講演には、イラン映画に造詣の深いアジア経済研究所
の鈴木均先生もご出席くださり、イラン映画との比較の視点から貴重なコメントを頂戴した。またアラビア語を学ぶ学生を中心に多くの学生が参加したが、講演終了後、学生たち 興奮した様子で勝畑先生の周り 囲んでいた様子は印象的 あった。
